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1 集合の演算
二つの集合

X={0,1,2,3,4,5,6}  (1)

Y={1,3,4,7}  (2)

について、以下の集合を求め、要素を列挙しなさい。
1. X∪Y={0,1,2,3,4,5,6,7 }

集合 X と Y の要素を重複することない列挙する。
2. X∩Y= {1,3,4 }

集合 X と Y の要素のうち、共通するものを列挙する。
3. X ∖Y= {0,2,5,6 }

集合 X の要素のうち、集合 Y に含まれないものを列挙する。

2 集合の演算
二つの集合

X={x│x=2n , n∈N }  (3)

Y={y│y=5n , n∈N }  (4)

を考える。ここで N は自然数全体の集合である。以下の集合を求めなさい。
1. X∩Y= {x│x=10n , n∈N }

集合 X は 2の倍数、集合Yは 5の倍数の集合である。従って、その共通部分は、
2と 5の最小公倍数 10の倍数の集合である。

2. X ∖Y= {x│x=2n ∧ x≠10m , n∈N , m∈N }
2の倍数の集合 X の要素のうち、5の倍数の集合Yに含まれないものの集合であ
る。つまり、2の倍数のうち 5の倍数でないものの集合である。
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